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201４年３月期 決算概況

201４年度 の見通し
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201４年３月期 トピックス
連結決算概況

[画像処理システム]

 枚葉検査装置の出展

 光沢品検査装置の開発

[特許]

 「粒状体の粒度分布の測定システム」を正式登録、他出願２件

主なIR情報
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枚葉検査装置 NEWNEW
枚葉物の製品形状や印刷の欠陥を検出します。
基本最少構成で導入しやすい低価格を実現しました。

検出項目
 ピンホール、抜け
 インク飛び
 むら、ズレ
 筋上・点状欠点
 汚れ
 形状異常

特 徴
 選べる「精度・速度・価格」
 対象や検査内容に合わせたシステムが構成できます
 透過・反射の両検査に対応（オプション）
 １検査ユニットで最大４チャネル対応
 品種は256件登録可能
 10万件以上の結果を保存
 各種構内サーバーや管理PC、PLC等と連携（オプション）

検査対象物
紙製包材／製品（ラミネート加工も可）、樹脂製包材／製品 、
品 、不織布製包材／製品 、貼付製剤 、缶製品 など

■検査画像■

■検出結果画像■
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光沢面検査装置 NEWNEW
表面に光沢のある製品でも光沢の影響を受けずに表面の外観検査を行います。
なだらかな凹凸や打痕キズ等の欠陥を検出。
基本最少構成で導入しやすい低価格を実現しました。

検出項目
 打痕キズ
 凸凹
 汚れなど

特 徴
 透明フィルムの外観を検査
 打痕、気泡、ハガレ、折れ、異物などさまざまな検査項目
 フィルムにたわみがあっても検査可能
 既設のラインにも設置可能（吸着などの特殊な搬送系は不要）

検査対象物

光沢(鏡面)素材の検査が可能

金属面、 光沢面（アクリル樹脂等）、透明体（フィルム、ガラス等）

鏡面パネル上の打痕キズ検出

■検査対象■

■検査結果画面■

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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2014年３月期 連結決算概況
連結決算概況

決算期
2013年

３月期（Ａ）
(百万円）

2014年
３月期（Ｂ）

(百万円）

前期比
（Ｂ－Ａ）

(百万円）

増減率

売上高 ８,４６９ ８,６６６ １９７ ２．３%

売上総利益
（利益率）

１,８０４
(21.3%)

１,８３４
(21.2％)

３０ １．７%

販売管理費 １,３５５ １,３８９ ３３ ２．４%

営業利益 ４４８ ４４５ ▲２ ▲０．７%

経常利益 ４７３ ４６０ ▲１３ ▲２．８%

当期純利益 ２８１ ２５２ ▲２９ ▲１０．４%

２０１４年３月期連結決算は、前期比で「増収、減益」となりました。

売上高は、システム販売、システム運用・管理等及び機器等販売が増収
ソフトウェア開発が一部案件の次期ずれ込みにより減収

利益は、売上高が増収となったが開発遅延による原価増、アフターコストの発生等により
売上総利益は微増、営業利益は販売管理費増加等により減益

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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201４年３月期 売上高の推移
連結決算概況

 売上高は2012年以降増収基調に転じております。

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

（単位：百万円）
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201４年３月期 事業区分別の売上高
連結決算概況

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売

画像処理システムが減少するもインフ
ラサービス及び生コン業界向けシステ
ム及び医療システムが増加し増収

ＰＣ更新などの機器販売が増加した
ことにより増収

データセンタ業務、システム運用支援、
サービスなどの運用業務が増加し増収

一部案件の次期ずれ込み等で減収
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（単位：百万円）
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2014年３月期 当社の事業区分（セグメント）

連結決算概況

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

システム運用管理等

 システム運用・管理サービス

 データセンタ

 パソコン教育、保守サービス

システム運用管理等

 システム運用・管理サービス

 データセンタ

 パソコン教育、保守サービス

システム販売

 画像処理システム

 生コンクリート業界向けシステム等販売

 ネットワーク構築等のインフラサービス

システム販売

 画像処理システム

 生コンクリート業界向けシステム等販売

 ネットワーク構築等のインフラサービス

ソフトウェア開発

 製造・流通・金融業等のアプリケーション

システムの受託開発

 製造業向けERP事業のコンサルと開発

ソフトウェア開発

 製造・流通・金融業等のアプリケーション

システムの受託開発

 製造業向けERP事業のコンサルと開発

機器等販売

 パソコン・サーバ及び周辺機器

 パッケージソフト等の仕入・販売

機器等販売

 パソコン・サーバ及び周辺機器

 パッケージソフト等の仕入・販売
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2014年３月期 事業区分の構成比
連結決算概況

 主要事業区分（システム運用管理等＋システム販売）の構成比は6４.２％でありました。

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

ｿﾌﾄｳｪｱ開発

16.3%

機器等販売

19.5%

ｼｽﾃﾑ運用

管理等

32.7%

ｼｽﾃﾑ販売

31.6%

64%(3%増)

事業区分別売上高の構成比
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201４年３月期 営業利益の推移
連結決算概況

（単位：百万円）

 営業利益は増益の傾向が足踏みとなりました。

営業利益

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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201４年３月期 営業利益分析
連結決算概況

 増収となったが開発の遅延、アフターコストにより売上総利益は微増、
販売費・一般管理費の増加により営業利益は減益

売上総利益４４８ ４４５(▲3)
+３０

（単位：百万円）

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

▲３３
販管費

損失引当



- 13 -

201４年３月期 事業区分別のセグメント利益
連結決算概況

区分
２０１３年３月期
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益（A)

（百万円）

２０１４年３月期
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益（B)

（百万円）

前期比
（Ｂ－Ａ）

(百万円）

増減率

システム運用・管理等 ７１９ ７４０ ２１ ３．０%

システム販売 ３０９ ２９４ ▲１４ ▲４．８% 

ソフトウェア開発 １５８ １７２ １４ ９．３%

機器等販売 １２７ １０３ ▲２４ ▲１９．１%

調整額（販売費・一般管理費） ▲８６５ ▲８６５ ０ ０%

合 計 ４４８ ４４５ ▲３ ▲０．７%

「システム販売」は、画像処理システム減少による原価上昇及び案件の利益率低下により減益

「ソフトウェア開発」は、個々案件の採算性が改善したことにより増益

「機器等販売」は、案件の利益率低下により減益

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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資産の部 負債の部

流動資産 4,203
流動負債 2,780

固定資産 2,344

資産合計 6,547

固定負債 575

負債合計 3,355

資本の部

資本合計 1,831
負債・資本合計 3,135

純資産の部

純資産合計 3,192

負債・純資産合計 6,547

(単位：百万円）

201４年３月期 連結財務諸表
連結決算概況

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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資産の部 負債の部

純資産の部

(単位：百万円）

201４年３月期 連結財務諸表
連結決算概況

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

流動資産 4,203
流動負債 2,780

固定資産 2,344

資産合計 6,547

固定負債 575

負債合計 3,355

純資産合計 3,192

負債・純資産合計 6,547

【純資産合計】

前期比で 4.2%増加

【自己資本比率】

48.6% ➜ 48.8%
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資産の部 負債の部

純資産の部

(単位：百万円）

201４年３月期 連結財務諸表
連結決算概況

一株当り純資産 ２，１５７円 ３０銭

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

流動資産 4,203
流動負債 2,780

固定資産 2,344

資産合計 6,547

固定負債 575

負債合計 3,355

純資産合計 3,192

負債・純資産合計 6,547

【１株当たり純資産】

前期比で ８７円４９銭 増
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２０１４年３月期決算は、１４中計(2014年3月期）に対し「減収、減益」でありました。

●売上高は、システム販売、ソフトウェア開発が計画を大きく下回り減収

●利益は、売上高の減収により減益

【連結】
１４中計(A)

201４年３月期
決算(Ｂ)

201４年３月期
差異

（Ｂ－Ａ）
増減率

売上高 ９,５０６ ８,６６６ ▲８３９ ▲８．２%

売上総利益
（利益率）

１,９２５
(20.3%)

１,８３４
(21.2%)

▲９１ ▲４．７%

販売管理費 １,４１３ １,３８９ ▲２４ ▲１．７%

営業利益 ５１２ ４４５ ▲６７ ▲１３．１%

経常利益 ５０５ ４６０ ▲４５ ▲９．０%

当期純利益 ― ２５２ ― ―

連結決算概況

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

2014年３月期 １４中計との損益比較
(単位：百万円）
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（単位：百万円）

連結決算概況

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売

データセンター事業推進は遅れるが、
運用支援の拡大により計画なみに推移

BP関連機器、インフラサービスが増加
するも、画像処理事業拡大の遅れが大
きく計画未達

消費税率引き上げに伴う駆け込み需
要、Windows XP更新等の事象もあり計
画を上回る

ＥＲＰ事業推進の遅れにより減収

2014年３月期 １４中計事業区分との比較
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2014年度見通し

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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現状分析

ＩＴ業界の最近の動向（市場）

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

長期的には低成長の国内経済及び国内企業の
海外進出に伴い、市場の大幅な成長は期待し
がたいと予想される。

短期的には市場の拡大が予想されるが・・
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201４年度実績予想 －当期実績との対比－

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

２０１４年度業績予想は、当期実績（ ２０１３年度）に対し「増収、増益」の見通しです。

売上高は、システム販売、ソフトウェア開発が増加して増収

利益は、販管費の増加により営業利益、経常利益は減益となるも、当期純利益は増益

決算年度
【連結】

201３年度
実績(A)

201４年度
予想(B)

計画比
（Ｂ－Ａ）

増減率

売上高 ８,６６６ ９,１４１ ４７５ ５．５%

売上総利益
（利益率）

１,８３４
(21.2%)

１,９１０
(20.9％)

７６ ４．１%

販売管理費 １,３８９ １,４７０ ８１ ５．８%

営業利益 ４４５ ４４０ ▲５ ▲１．１%

経常利益 ４６０ ４４６ ▲１４ ▲２．９%

当期純利益 ２５２ ２６３ １１ ４．５%

2014年度見通し

(単位：百万円）
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システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売

データセンター業務拡大の遅れ
もあり、前年並みを想定

期ズレ案件及び新規受注で増収

201４年度実績予想 － 当期実績区分との対比－
（単位：百万円）

画像処理事業の回復等により増収

消費税率引き上げの反動等、駆け
込み需要が一段落するため減収

2014年度見通し
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201４年度実績予想 －１４中計との対比－

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved

２０１４年度業績予想は、１４中計最終年度の計画に対し「減収、減益」の見通しとなる。

売上高は、システム販売、システム運用･管理等、ソフトウェア開発が計画を大きく下回る

利益は、売上高の減収により減益

決算年度
【連結】

201４年度
中計(A)

201４年度
予想(B)

計画比
（Ｂ－Ａ）

増減率

売上高 １０,３０８ ９,１４１ ▲１,１６７ ▲１１．３%

売上総利益
（利益率）

２,１１８
(20.6%)

１,９１０
(20.9％)

▲２０８ ▲９．８%

販売管理費 １,４６８ １,４７０ １ ０．１%

営業利益 ６４９ ４４０ ▲２０９ ▲３２．２%

経常利益 ６４５ ４４６ ▲１９９ ▲３０．８%

当期純利益 － － － －

2014年度見通し

(単位：百万円）
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システム運用・管理等

システム販売

ソフトウェア開発

機器等販売

データセンター業務拡大の遅れ

期ズレ案件により増収

201４年度実績予想 － １４中計区分との対比－
（単位：百万円）

画像処理事業拡大の遅れ、
事業計画推進力の不足

全般的事業拡大の遅れによる影響

2014年度見通し
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連結

１４中計見通し －売上高－

 今年度の売上高は14中計を下回る見通しではありますが、引き続き新商品開発による新規顧客

開拓、顧客満足度の向上と更なる営業力強化に取り組みます。

©2014 Pacific Systems Corporation All right reserved
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【売上高の実績･予想と１４中計】

売上高(予想） 売上高(14中計）
（単位:百万円）
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１４中計見通し －営業利益－
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（単位:百万円）

 ２０１４年度は、営業強化と将来に向けた投資を実施し予想は減益ですが、赤字案件防止、
生産性向上に取り組み１４中計で掲げた重点施策等に取り組みます。
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【営業利益の実績･予想と１４中計】

売上高(予想） 営業利益(実績・予想） 営業利益(14中計)
連結
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２０１４年度について
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１４中計最終年度にあたり、非常に厳しい

見通しとなったが・・・

当社グループは引き続き計画達成に向け
・画像処理システム、生コンクリート業界向けシス

テム及び医療システム等 システム販売の拡大
・データセンタ業務等システム運用管理等の拡大
・ＥＲＰ事業の推進を行う。
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本資料中の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

されており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合

がありますので、その点ご承知おき頂きますようお願い致します。

本資料中の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

されており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合

がありますので、その点ご承知おき頂きますようお願い致します。

お問合せ先は、下記にお願いします。
・ パシフィックシステム株式会社 総合企画部
・ 電話 ： ０４８－８４５－２２００
・ ＦＡＸ ： ０４８－８４５－２２６０
・ ＵＲＬ ： http://www.pacific-systems.co.jp/

見通しに関する注記事項


